
碩心 （せきしん）（ No. ４40）

ー 1 ー

　
「
老
を
も
う
少
し
は
っ
き
り
、
オ・

イ
ー
と
伸
ば
す
感

じ
」
と
指
導
さ
れ
、
自
分
で
は
意
識
し
な
い
つ
も
り
で

も
本
能
的
に
老
を
感
じ
て
急
い
で
し
ま
う
の
か
な
？

　

先
日
、
大
盛
会
に
終
了
し
た
碩
心
会
80
周
年
記
念
大

会
よ
り
長
く
生
き
て
い
る
の
だ
か
ら
仕
方
な
い
け
ど
、

一
茶
は
65
歳
で
没
し
て
い
る
そ
う
だ
け
ど
、
何
歳
の
時

に
作
っ
た
句
な
の
か
な
？
・
・
と
考
え
て
い
る
私
。

　

こ
れ
で
は
節
調
が
上
手
に
な
る
わ
け
が
な
い
と
わ

か
っ
て
い
る
け
ど
、
俳
諧
歌
は
言
葉
・
詩
文
に
興
味
が

あ
る
。

　

あ
の
小
野
小
町
も
、

　
　

人
に
逢
は
む　

月
の
な
き
夜
は
思
い
お
き
て

　
　

胸
走
り
火
に　

心
焼
け
を
り

老
の
身
は

寒
さ
ま
け
し
て　

何
一
つ

ま
な
ば
ぬ
窓
に

　
　
　

雪
は
つ
み
つ
つ

ま
な
ば
ぬ
窓
に

　
　
　

雪
は
つ
み
つ
つ
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俳
諧
歌
と
私 

　
　
　
　

 　
　
　
　
　

参
事　

小
野 

岳
祥

　

小
町
ほ
ど
誰
か
に
逢
い
た
い
と
感
じ
た
こ
と
あ
る
か

し
ら
？ 

等
考
え
る
と
楽
し
く
な
る
。

　

俳
諧
に
は
お
ど
け
、た
わ
む
れ
と
云
う
意
味
が
あ
り
、

俳
諧
歌
は
俳
諧
的
、
つ
ま
り
滑
稽
な
性
質
を
も
つ
和
歌

だ
と
云
う
。
そ
れ
が
次
第
に
滑
稽
さ
を
捨
て
て
高
雅
な

叙
情
を
主
と
す
る
に
至
り
、
現
在
の
俳
句
は
俳
諧
歌
が

母
胎
で
あ
る
と
教
え
て
頂
い
た
。

　

節
調
が
詩
吟
の
陰
旋
律
か
ら
急
に
陽
旋
律
に
変
わ
る

と
こ
ろ
が
難
し
く
、今
後
の
勉
強
課
題
と
思
っ
て
い
る
。

　

碩
心
会
で
も
、
若
い
方
々
が
本
部
主
催
の
俳
諧
歌
講

習
会
に
長
野
ま
で
行
き
、
賞
を
戴
い
た
と
聴
い
た
が
、

長
野
は
お
ろ
か
東
京
ま
で
も
行
く
気
力
も
体
力
も
な
く

な
り
つ
つ
あ
る
私
は
、
俳
諧
歌
を
出
来
る
範
囲
で
楽
し

く
勉
強
し
、
徘
徊
者
に
は
な
ら
な
い
様
に
精
一
杯
努
力

す
る
つ
も
り
で
は
い
ま
す
。

　

会
長
も
先
の
号
で
80
周
年
の
成
功
を
祝
い
85
周
年
、

90
周
年
に
向
か
っ
て
吟
道
の
充
実
を
は
か
り
、
進
ん
で

行
く
こ
と
を
祈
念
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
皆

で
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

行
事
予
定

詩
吟
体
験
教
室 

レれ
っ
つ
　
し
ぎ
〜
ん

ッ
ツ
詩
吟

　

日
時　

９
月
30
日
（
土
）
13
時
～
14
時
30
分

　

場
所　

葉
山
図
書
館
２
階
ホ
ー
ル

　

日
時　

10
月
７
日
（
土
）
13
時
～
14
時
30
分

　

場
所　

カ
ト
リ
ッ
ク
茅
ヶ
崎
教
会
ヨ
ゼ
フ
会
館

第
８
回
尚
歯
会
神
奈
川
吟
詠
大
会

　

日
時　

10
月
４
日
（
水
）
開
会
10
時

　

場
所　

鶴
見
公
会
堂

第
128
回
全
国
吟
道
大
会

　

日
時　

10
月
15
日
（
日
）

　

場
所　

射
水
市
高
周
波
文
化
ホ
ー
ル

鎌
倉
市
詩
吟
詩
舞
連
盟
秋
季
大
会

　

日
時　

10
月
24
日
（
火
）
開
会
10
時
30
分

　

場
所　

鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
き
ら
ら
鎌
倉
）

碩
心
会
吟
行
会

　

日
時　

10
月
25
・
26
日
（
水
・
木
）

　

場
所　

山
形
県
（
寒
河
江
吟
友
会
と
の
交
流
）

逗
子
市
詩
吟
詩
舞
連
盟
秋
季
大
会

　

日
時　

11
月
11
日
（
土
）
開
会  

午
後
１
時

　

場
所　

逗
子
文
化
プ
ラ
ザ
な
ぎ
さ
ホ
ー
ル

葉
山
町
文
化
祭

　

日
時　

11
月
12
日
（
日
）
開
会　

午
後
12
時
30
分

　

場
所　

葉
山
福
祉
文
化
会
館
ホ
ー
ル

相
州
岳
風
連
合
吟
詠
大
会

　

日
時　

11
月
24
日
（
金
）
開
会
10
時

　

場
所　

逗
子
文
化
プ
ラ
ザ
な
ぎ
さ
ホ
ー
ル

碩
心
会
吟
詠
と
詩
舞
の
集
い

　

日
時　

11
月
26
日
（
日
）

　

場
所　

葉
山
町
福
祉
文
化
会
館
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日
時　

７
月
11
日(

火)　
午
後
６
時
～
８
時
15
分

　

場
所　

葉
山
港
管
理
事
務
所
３
階
Ａ
・
Ｂ
会
議
室

　

出
席
対
象
者　

47
名　

委
任
状
３
名 

欠
席
２
名　

　

出
席
率　

95.7
％

　

開
会
に
先
立
ち
司
会
の
有
友
副
会
長
よ
り
例
年
総
会

は
５
月
末
～
６
月
に
開
催
し
て
い
た
が
、
80
周
年
大
会

を
５
月
21
日
に
開
催
し
た
為
、
総
会
資
料
が
整
わ
ず
今

日
に
な
っ
た
と
の
説
明
が
あ
り
開
会
し
た
。
審
議
に
先

立
ち
上
村
会
長
よ
り
本
日
は
議
案
事
項
を
検
討
し
て
頂

き
、
活
発
な
ご
意
見
を
頂
戴
し
て
意
義
あ
る
総
会
と
し

た
い
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

会
則
に
従
い
会
長
が
議
長
を
務
め
、
書
記
及
び
議
事

録
署
名
人
が
任
命
さ
れ
審
議
に
入
っ
た
。

議
案
１ 

平
成
28
年
度
事
業
報
告
の
件

　

 

資
料
に
基
づ
き
有
友
副
会
長
が
説
明

議
案
２ 

平
成
28
年
度
収
入
支
出
決
算
報
告
の
件

　

 

資
料
に
基
づ
き
有
友
副
会
長
、
髙
見
審
査
業  

 

務
部
長
、
髙
橋
教
務
部
長
が
説
明

議
案
３ 

会
計
監
査
報
告
及
び
２
号
議
案
承
認
の
件

　

 

監
事
よ
り
監
査
報
告
が
あ
り
、
２
号
議
案
が  

 

承
認
さ
れ
た
。

議
案
４ 

平
成
29
年
度
事
業
計
画
及
び
収
入
支
出
予
算  

 
(

案)

承
認
の
件

　

 

資
料
に
基
づ
き
有
友
副
会
長
が
説
明
、
審
議  

 

の
上
承
認
さ
れ
た
。

　

第
５
回
全
国
俳
諧
歌
吟
詠
大
会　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

亀
井
水
山
さ
ん
上
位
入
賞

会　

長　

 

上
村
岳
章

副
会
長　

  

磯
村
岳
朋　

髙
橋
岳
之　

有
友
嘉
岳

総
務
部　

 

部　

長　

有
友
嘉
岳

　
　
　

 
副
部
長　

大
塚
洋
風　

〇
古
敷
谷
江
風

審
査
業
務
部 
部　

長　

髙
見
岳
湘

　
　
　
　
　

 

副
部
長　

〇
髙
見
岳
明　

黒
田
慶
岳　

企
画
部  

部　

長　

行
谷
隆
岳

　
　
　
　
　

 

副
部
長　

小
泉
岳
貴　

村
上
遙
風

教
務
部  

部　

長　

髙
橋
岳
之　

　
　
　
　

 　
副
部
長　

大
坪
岳
久　

菊
池
世
岳

広
報
部  

部　

長　

伊
藤
岳
光

　
　
　
　

 　
副
部
長　

森　

祐
風　

森　

晶
風　

　
　
　
　
　
　
　

      

常
盤
仙
山                   

経
理
部  

部  

長　

 

磯
村
岳
朋

 　
 

平
成
29
年
度 

碩
心
会
総
会
開
催

 

◇
次
世
代
指
導
者
育
成
会
４
月
よ
り
発
足
。

議
案
５ 

役
員
辞
任
及
び
新
任
役
員
承
認
の
件

　

 

役
員
の
辞
任
及
び
新
任
役
員
の
提
案
が
な
さ  

 

れ
承
認
さ
れ
た
。

議
案
６ 

80
周
年
記
念
吟
詠
大
会
収
支
決
算
報
告
資
料  

 

に
基
づ
き
有
友
副
会
長
が
説
明
。

 

◇
皆
様
の
ご
協
力
の
お
陰
で
予
算
内
で
納
め  

 

る
事
が
で
き
た
。

そ
の
他

　

去
年
の
総
会
で
要
望
の
あ
っ
た
、
相
州
学
風
連
合
平

成
28
年
度
収
支
決
算
報
告
書
並
び
に
平
成
28
年
度
碩
心

会
総
会
議
事
録
を
補
足
資
料
と
し
て
追
加
添
付
し
た
。

 　
 

平
成
29
年
度 

役
員

　
　
　
　

 　
副
部
長　

〇
吉
田
桜
山　

〇
遠
藤
千
泉                    

青
少
年
部 　
部　

長　

加
藤
岳
美 

　
　
　
　

 　
副
部
長　

加
藤
典
山

普
及
部  

部　

長　

鈴
木
岳
賢

　
　
　
　
　

 

副
部
長　

原
田
岳
義　

照
沼
夏
風　

逗
子
地
区　

 

部　

長　

菊
池
岳
悠

　
　
　
　
　

 

副
部
長　

森　

岳
暎　

山
下
信
風

葉
山
地
区　

 

部　

長　

根
岸
岳
啓

　
　
　
　
　

 

副
部
長  

山
本
新
岳　

中
山
辰
風　

監　
　

事　

 

森　

岳
靚　

山
﨑
勝
風

顧　
　

問　

 

加
藤
岳
洵　

内
山
岳
青

参　
　

与　

 

村
田
岳
瀞　

立
澤
岳
晴 

鈴
木
岳
倖

参　
　

事　

 

市
川
岳
穂　

小
野
岳
祥　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
○
は
新
任
】

　
「
第
５
回
全
国
俳
諧
歌
吟
詠
大
会
」
が
、
６
月
29
日

に
長
野
県
の
諏
訪
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
。
俳

諧
歌
の
愛
好
者
は
年
々
増
え
、
会
場
は
北
海
道
か
ら
沖

縄
ま
で
全
国
か
ら
の
来
場
者
で
満
席
。
大
会
の
メ
イ
ン

は
独
吟
及
び
合
吟
の
競
吟
（
コ
ン
ク
ー
ル
）。
特
に
独

吟
競
吟
の
部
は
56
名
と
多
数
の
出
吟
者
で
競
わ
れ
た

が
、
碩
心
会
・
亀
井
水
山
さ
ん
が
堂
々
上
位
４
名
の
入

賞
者
に
入
っ
た
。

　

全
国
大
会
で
碩
心
会
の
出
場
者
が
上
位
入
賞
を
果
た

す
こ
と
は
絶
え
て
久
し
く
な
か
っ
た
こ
と
。
碩
心
会
の

吟
力
ア
ッ
プ
の
励
み
に
な
る
。
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◇
第
四
講　

古
詩
「
母
の
心
」
大
野
孤
山
。
上
村
岳
章

会
長
に
よ
る
指
導
。
中
高
音
の
二
つ
の
振
り
の
違
い
に

つ
い
て
吟
に
即
し
な
が
ら
の
指
導
が
あ
っ
た
。「
母
の

心
」
を
学
ん
だ
後
、
同
じ
く
大
野
孤
山
作
の
「
舟
艇
守

の
尺
八
」
を
心
を
込
め
て
合
吟
し
た
。

　

そ
の
後
質
疑
応
答
が
あ
り
、
今
年
度
の
夏
季
吟
道
講

座
は
会
員
そ
れ
ぞ
れ
の
中
に
成
果
と
課
題
を
残
し
終
了

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　

晶
風

夏
季
吟
道
講
座
に
参
加
し
て
の
感
想

◇
俳
諧
歌
特
有
の
俳
味
が
感
じ
ら
れ
素
晴
ら
し
い
で

す
。
漢
詩
は
リ
ズ
ム
感
で
、
近
代
詩
は
七
五
調
の
叙
情

詩
で
前
向
き
な
気
持
ち
を
感
じ
取
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
澄 

山
下
夕
風

◇
久
々
の
審
査
会
を
前
に
夏
季
吟
導
講
座
を
受
講
。
私

が
苦
労
し
て
い
た
草
枕
は
、
半
間
先
生
の
丁
寧
な
ご
指

導
に
よ
り
感
謝
で
す
。　
　
　
　
　
　

渚 

照
沼
夏
風

◇
今
回
の
講
座
で
は
、
特
に
素
読
の
大
切
さ
、
そ
し
て

文
面
に
潜
む
含
蓄
と
そ
の
意
を
解
し
て
の
詠
じ
方
の
大

　

８
月
26
日(

土)

、
葉
山
町
福
祉
文
化
会
館
大
会
議

室
に
お
い
て
、
今
年
で
20
回
を
数
え
る
夏
季
吟
道
講
座

が
開
催
さ
れ
た
。

　

上
村
会
長
の
「
吟
道
・
吟
技
の
向
上
を
目
指
し
、
日

頃
教
室
で
は
あ
ま
り
習
わ
な
い
細
か
い
こ
と
を
も
学
び

吟
技
の
向
上
を
図
り
た
い
。
今
年
は
半
間
岳
雨
先
生
に

本
部
よ
り
お
出
で
い
た
だ
い
た
。
こ
の
新
鮮
な
詩
を
皆

さ
ん
の
中
に
蓄
え
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
の
短
く
も

強
い
挨
拶
で
一
日
が
始
ま
っ
た
。

◇
第
一
講　

俳
諧
歌
「
か
ぢ
枕
」
一
茶
。
師
範
会
講
師
、

菊
池
世
岳
先
生
。
リ
ズ
ム
を
感
じ
る
。
リ
ズ
ム
を
感
じ

て
吟
ず
る
。
気
持
ち
の
浮
く
よ
う
な
調
子
を
つ
か
む
。

七
文
字
の
中
で
リ
ズ
ム
を
考
え
る
。
そ
れ
に
は
読
む
こ

と
、
読
ん
で
い
る
う
ち
に
掴
め
る
よ
う
に
な
る
。
先
生

は
何
度
も
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
を
口
に
さ
れ
た
。
俳
諧

歌
を
詠
ず
る
と
き
の
基
礎
基
本
を
学
ん
だ
。

◇
第
二
講　

行
谷
隆
岳
先
生
に
よ
る
漢
詩
。
七
言
絶

句
「
楓
橋
夜
泊
」
張
継
。
五
言
絶
句
「
春
暁
」
孟
浩
然
。

前
者
は
二
段
の
、後
者
は
四
段
の
審
査
課
題
吟
で
あ
る
。

漢
詩
の
吟
符
の
名
称
や
解
説
も
吟
に
合
わ
せ
て
丁
寧
に

説
明
さ
れ
た
。
譜
面
も
載
っ
て
お
り
初
級
者
に
と
っ
て

狙
い
が
明
確
に
な
っ
た
講
義
で
あ
っ
た
。

◇
第
三
講　

玉
峯
吟
詠
会　

半
間
岳
雨
先
生
に
よ
る
近

代
詩
「
草
枕
」
島
崎
藤
村
。
こ
れ
は
七
段
の
審
査
課
題

吟
で
あ
る
。
半
間
先
生
は
言
葉
を
ぶ
つ
ぶ
つ
切
ら
な
い

よ
う
に
、
音
位
が
変
わ
る
と
き
は
母
音
を
い
れ
て
つ
な

げ
る
こ
と
を
細
か
く
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
。

 　
第
20
回
碩
心
会
夏
季
吟
道
講
座　

切
さ
を
強
く
感

じ
た
。　
　
　

 

酔
吟 

今
井
重
風

◇
俳
諧
歌
、
絶

句
、
近
代
詩
、
古

詩
等
多
岐
に
わ

た
る
分
野
で
、
周

到
な
準
備
の
も

と
に
熱
心
な
指

導
が
行
わ
れ
成

果
大
で
し
た
。

 

篁
風 

高
見
岳
湘

  　
平
成
29
年
度
師
範
吟
詠
大
会　

　

 　
　
　
　
　
　

講
話
会
（
全
国
大
会
競
吟
予
選
）

　

６
月
15
日
（
木
）、
小
田
原
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に

於
い
て
標
記
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
碩
心
会
か
ら
準
師

範
の
部
、
髙
見
岳
明
さ
ん
「
奉
母
遊
嵐
山
」、
正
師
範

の
部
、
行
谷
隆
岳
先
生
「
四
時
」、
上
席
師
範
の
部
、

加
藤
岳
洵
顧
問
「
千
島
慕
情
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
詩
情
豊

か
に
詠
じ
た
。

　

大
会
会
長
挨
拶
で
は
大
山
岳
荘
理
事
長
が
、
６
月
10

日
に
吟
道
会
館
落
成
記
念
祝
賀
会
が
盛
会
に
行
わ
れ
た

事
へ
の
お
礼
と
、
学
院
の
現
況
を
踏
ま
え
一
人
ひ
と
り

が
会
員
増
強
に
努
め
て
頂
き
た
い
と
の
言
葉
が
あ
り
ま

し
た
。

　

合
吟
競
吟
の
部
で
は
、
碩
心
会
男
性
チ
ー
ム
が
『
城

山
』（
西 

道
仙
）
で
挑
戦
、
心
を
一
つ
に
し
て
見
事
な

吟
詠
を
披
露
し
た
。
去
年
よ
り
数
段
の
進
歩
が
見
受

け
ら
れ
た
が
残
念
な
が

ら
、
入
賞
は
次
回
へ
見

送
り
と
な
っ
た
。

　

最
後
に
大
山
岳
荘
理

事
長
講
師
に
よ
る
講
話

会「
星
落
秋
風
五
丈
原
」

が
感
動
的
な
吟
詠
と
解

説
に
よ
り
、
蜀
の
英
雄

諸
葛
孔
明
の
姿
が
目
に

浮
か
ぶ
思
い
で
し
た
。

　
　
　
　
　

伊
藤
岳
光

講座担当の菊池世岳、上村岳章、半間岳雨、
行谷隆岳の各先生方（向かって左側より）



ー 4 ー

　29 年９月現在 会員数
 逗子地区 １１２名
 葉山地区 ８４名
 合　　計 １９６名

　

猛
暑
・
豪
雨
・
少
雨
・
日
照
不
足
等
大
変
な
今
夏
で
し

た
。
そ
れ
で
も
秋
は
、
あ
る
日
突
然
や
っ
て
来
る
。

　

秋
来
ぬ
と　

目
に
は
さ
や
か
に

編

集

後

記

　

見
え
ね
ど
も　

風
の
音
に
ぞ

　
　
　
　
　
　

お
ど
ろ
か
れ
ぬ
る

藤
原
敏
行
が
詠
ん
だ
和
歌
の
よ
う
に
。

９
月
に
入
り
秋
季
審
査
会
、
各
地
区

に
於
け
る
詩
吟
詩
舞
秋
季
大
会
、
11

月
26
日
に
は
「
吟
詠
と
詩
舞
の
集
い
」、

そ
の
他
各
種
大
会
も
開
催
予
定
で
す
。

積
極
的
に
参
加
し
吟
力
向
上
へ
の
一

歩
に
繋
げ
ま
し
ょ
う
。　
　

広
報
部

碩心 （せきしん）（ No. ４40）

施
設
慰
問
は
今
花
盛
り

　

葉
山
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
　
　
　
　
　

葉
山
副
地
区
長　

山
本
新
岳

　

碩
心
会
の
恒
例
行
事
と
し
て
、

地
区
高
齢
者
施
設
へ
の
慰
問
訪

問
が
定
着
し
て
久
し
い
。
社
会

的
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
こ
れ
ら

関
連
施
設
は
ど
ん
ど
ん
増
え
、

我
々
の
「
自
称
詩
吟
詩
舞
慰
問

団
」
の
み
な
ら
ず
、
色
々
な
グ

ル
ー
プ
も
盛
ん
に
活
動
し
て
い

る
よ
う
だ
。

　
「
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
や
落
語
寄

席
」「
お
じ
さ
ん
合
唱
団
や
お
ば

さ
ん
コ
ー
ラ
ス
隊
」「
大
正
琴
や

マ
ン
ド
リ
ン
合
奏
団
」
等
続
々

誕
生
し
活
動
し
て
い
る
。
慰
問

を
受
け
る
施
設
側
も
忙
し
い
。

み
な
我
々
の
よ
う
な
中
高
年
グ

ル
ー
プ
ば
か
り
で
日
程
は
目
白

押
し
だ
。

　

理
由
に
は
諸
説
あ
る
が
、
①

こ
れ
ら
慰
問
団
は
趣
味
の
素
人

芸
で
お
互
い
気
楽
。
②
施
設
入

居
者
と
同
世
代
で
気
脈
が
通
じ

る
。
③
近
い
将
来
の
入
居
仲
間

　

同
校
で
は
体
験
学
習
と
し

て
〝
地
域
の
人
々
と
触
れ
合
い
、

葉
山
の
良
い
と
こ
ろ
を
実
感
し

て
葉
山
町
に
愛
着
心
の
芽
を
育

む
〟
こ
と
を
目
的
と
し
て
Ｆ
Ｇ

Ｃ
（
フ
ァ
イ
ン
ド
・
グ
ッ
ド
ラ

イ
フ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
を
実

践
し
て
い
る
。

　

今
年
も
15
の
文
化
団
体
が
参

加
し
、
５
月
25
日
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
と
、
６
月
21
日
に

実
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
詩
吟

学
習
は
、
葉
山
町
詩
吟
詩
舞
連

  
葉
山
町
南
郷
中
学
校
で
詩
吟
体
験
学
習

　
　
　
　
　
　
　
　

青
少
年
部
長　

加
藤
岳
美

盟
と
し
て
当
会
、
上
村
会
長
と
加
藤
岳
美
・
加
藤
典
山

正
副
青
少
年
部
長
が
講
師
と
し
て
参
加
し
た
。

　

毎
年
２
年
生
が
対
象
で
、
５
名
の
男
子
生
徒
が
実
習

に
参
加
し
漢
詩
（
春
望
）、
俳
句
（
閑
か
さ
や
）、
和
歌

（
く
れ
な
い
の
）
等
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
し
な
が
ら
勉
強
し
、

腹
式
呼
吸
、
発
声
練
習
、
吟
符
の
説
明
等
一
時
間
半
行

っ
た
。
ま
た
生
徒
自
作
の
俳
句
と
和
歌
の
朗
詠
の
仕
方

も
勉
強
し
た
。

　

６
月
30
日
に
学
習
結
果
の
発
表
が
あ
り
、
２
年
生
全

員
と
我
々
参
加
団
体
の
前
で
各
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発
表

し
、
詩
吟
学
習
で
は
５
人
で
和
歌
（
く
れ
な
い
の
）
を

朗
詠
し
各
自
が
体
験
学
習
の
感
想
を
述
べ
大
き
な
拍
手

を
も
ら
い
、
私
達
も
充
実
感
を
味
わ
っ
た
。

◇
参
加
し
た
生
徒
の
作
品
の
一
部

　

梅
雨
の
雨　

我
の
心
も　

悲
し
か
り
け
り

　

葉
山
地
区
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と
し

て
、
去
る
５
月
31
日
（
水
）
湘
南
グ
リ
ー
ン
介
護
保
険

施
設
・
葉
山
を
訪
問
し
、
詩
吟
は
会
長
、
副
地
区
長
、

相
洋
支
部
。
詩
舞
で
は
佳
香
会
と
京
愛
会
が
舞
を
披
露

し
、
入
所
者
及
び
通
所
者
の
皆
様
に
喜
ん
で
頂
き
ま
し

た
。
ま
た
６
月
24
日
（
土
）
に
は
葉
山
福
文
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
創
設
15
周
年
記
念
に
出
演
依
頼
を
頂
き
、
滝
の
坂

支
部
と
紫
陽
花
支
部
が
詩
吟
を
、
佳
香
会
と
京
愛
会
が

詩
舞
を
披
露
し
両
日
と
も
有
意
義
な
ひ
と
時
を
過
ご
す

事
が
で
き
た
。

　

た
け
の
こ
が　

の
こ
の
こ
生
え
る　

春
の
じ
き

　

雨
が
ふ
る　

気
温
が
下
が
る　

か
ぜ
を
ひ
く

　

雨
が
ふ
る　

湿
気
が
多
い　

つ
ゆ
の
季じ

き節

　

夏
の
夜　

す
ず
虫
の
声　

こ
も
り
う
た

ば
か
り
等
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。

　

な
ら
ば
よ
し
。
我
々
自
身
も
吟
詠
・
詩
舞
を
大
い
に

楽
し
み
な
が
ら
演
じ
よ
う
。
相
互
に
楽
し
む
こ
の
慰
問

を
『
老
老
慰
問
』
と
命
名
し
末
長
く
続
け
ま
し
ょ
う
。

　

今
懸
念
さ
れ
る
「
老
老
介
護
」
時
代
に
明
る
く
咲
く

一
輪
運
動
に
し
た
い
も
の
で
す
。

会　員　の　う　ご　き
＊退会　52 西山蓉岳
＊支部長変更
　滝の坂支部　角田有風 → 市川岳穂（3 月 1 日）
　やよい支部　山下信風 → 結城翔山（7 月 1 日）


